敬語
EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(そんけいご),尊敬語)…「先生」、「お客様」など目上の人が主語のとき

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(けんじょう),謙譲)語…「私は」など自分、自分の家族が主語のとき

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(ていねいご),丁寧語)…「～です」、「～ます」、「ございます」などをつけた文章。→EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(けいたい),敬体)とも呼ぶ。

→「～だ」、「～である」の文体をEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(じょうたい),常体)という。

　　　　　　食事→「お食事」のように名詞には「お」または「ご」をつける。
	ふつう
	尊敬語（先生が）
	謙譲語（私が）

	言う
	おっしゃる
	EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(もう),申)す、申し上げる

	行く・来る
	いらっしゃる
	EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(まい),参)る、参ります

	いる
	いらっしゃる
	おります

	食べる
	召し上がる
	いただく

	聞く
	×
	うかがう

	もらう
	×
	いただく

	見る
	ごEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(らん),覧)になる
	EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(はいけん),拝見)する

	～する
	お～になる

（ご）～なさる

～される
	お～する

（ご）～いたす[いたします]

	父
	お父さん
	父


【練習】　　　　線部のことばを敬語に直しましょう。
①先生がこちらへ来るそうです。

（


）
②きのう先生は私の書いた絵を見ました。
（


）
③母は今日、先生のお宅へ行きます。

（


）
④先生は、クラスのみんなに言いました。
（


）
⑤私は先生から本をもらいました。

（


）
⑥もう先生は帰りました。


（


）

解答例

①いらっしゃる

②ご覧になりました

③うかがいます

④おっしゃいました

⑤いただきました

⑥お帰りになりました

